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赤坂並木の段』 の詞章を検証する。 と同時に、 説経節について、とりわけ筆者が関わる八王子薩摩派の説経節について、説経節小論を前稿（註１）の補筆としたい。一．詞章研究その二　『道中膝栗毛
　
赤坂並木の段』について






















「在来の作品の演奏を禁じられたので、高弟紫朝の協力のもとに新作に専念（中略）また語り口も一中節などを摂取して上品なものとし、自流を〈富士松浄瑠璃〉と称し」 、 「新内節中興の祖と仰がれている。 」 （註５） その新作の一つがこの 『道中膝栗毛』であって、本来哀調味溢れる新内節にあって、珍しいチャリ物で、 「組討」 、 「口寄せ」 、 「赤坂並木」の三段が名高く、 なかでも「赤坂並木」は上演回数で群を抜いている。チャリ場は入れ事が可能で、そ が聞き所の一つともなる。　
義太夫節については多言を要さないだろう。 「音曲の司」
として、浄瑠璃の中心を占めている。語り 三味線の幅の広さは、 他の追随を許さない。大阪に生まれ育った音曲だけに、大阪弁（正しくは、大阪弁ではない、義太夫弁 でも言うべきか）の抑揚、アクセントが詞（台詞）は勿論 節 も生ている。事実、作品の殆どが大阪人によって作られたものである。江戸人の手になるものは、 『神霊矢口の渡』 （福内鬼外＝平賀源内作） 、 『加賀見山旧錦絵』 （容楊黛ほか作） 、 『碁太平記白石噺』 （同上）など 数えるほどである。　『道中膝栗毛』は、 その数少ない江戸物で、 後で見るように、弥次喜多の詞が江戸弁になっている。そ 所為か、或 江戸根生いの新内節の演目を取り入れるのを良しとしないためか、文楽では殆ど上演されな 。ここ数年で筆者が耳にした
のは、女流義太夫と長野県飯田の今田人形座だけである。女流義太夫は太夫が現在は上方出身者が極めて少なく、江戸弁の詞も苦にせず語っているように見える。尤も、三味線方からは、江戸弁の演目は演奏し難いとも聞いた 飯田の今田人形座は淡路型の人形と共に、女流義太夫は大概素浄瑠璃として、また新内節 素浄瑠璃とし 、あるいは八王子車人形と共に演じられる。　
詞章は、前述のように、元が竹本（歌舞伎の義太夫節）で
あってみれば 義太夫節の詞章が新内節 先行す とも考えられるが、こ も後で見 ように現行 新内節の詞章 酷似している。新内節が竹本を脚色した のであって、義太夫節が竹本を元にし いるなら、詞章 自ずと異なっているはずで、従って新内節 先行し、義太夫節 そこから詞章を借りたと見るべきだろう　
現在の説経節は、寛政年間（一七八九―一八〇一）もしく
は享和・文化年間（一八〇一―一八〇四）に初代薩摩若太夫によって確立されたもので、便宜上後期説経節と言われている（註６） 。後期説経節は最盛期 も五説経を、詞章の改作はあっても演目の中心にしていたのであって 滑稽本を取り入れることは考え難い。その後 、急速に衰退したことから見れば、 それだけの活力はなかっただろう。も 、 魯中の『道
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演目にも共通する節で、 三味線はつかない。以下、 ［△］ ［□］（どちらも三味線のつく節）と続くのも、説経節の常道であ
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が、向き合っていたり（ 「むかい同じ」 ） 、背中合わせ（ 「せなか同じ」 ）で前に進まない。この向かい合わせと背中合わせの遣り取りは、新内節にも義太夫節にもな 。恐らく 車人形と演じることの多か た説経節の工夫であろう やっと歩き出した二人は、 調子に わせ歌を歌う。新内節、 義太夫節共に鈴鹿馬子唄「坂は照る照る
･････ 」であるが、説経節は
ユニークなものであ 。出所は不詳。



























































































































夫節に取り入れられたのがそれ以降で さ に遅れて明治以降かなり年経て、匁、文の区別がつかなくなってしまった頃だろう 。それとも口承の過程 単なる誤りか。　
料簡できなくなった親父に弥次郎兵衛は、金は胴巻に入れ
て腹に巻い あると言う。以下、弥次郎兵衛 腹に手を入れて金を探る親父と弥次郎兵衛の遣り取り。説経 はぐっと下掛かる。
　［親］ウヽヽそれならこれか［弥］ウヽヽヽそりゃしらみひも（虱紐）でござります［親］そんなら是か
　［弥］




















































































































となる。説経節 、節としての 大切 は、どの演目のど












のものが滑稽なもの（ここでは、 「チャリ物」としておく）と、演目 中に挿入された部分的に滑稽な場面（同、 「チャリ場」 ）とがある。　
既に触れたように、 新内節では「チャリ物」も「チャリ場」
も極めて数少ない。 『道中膝栗毛』 の各段以外、 殆どないといってよい。　
義太夫節でも、 チャリ物はやはりこの『道中膝栗毛』の「赤
坂並木の段」と「古寺の段」以外には殆どない。しかし、 チャリ場は多く 演目に挿入されて る。人間の情愛を主題とた義太夫狂言にあってチャリ場は、泣き 来るとも言われた聴衆の緊張を解き、 後に続く悲劇を際立たせる役割を演じる。『一谷嫩軍記』の「宝
ほうびき








種流離 地獄落ち、別れ、発心、死などをテーマとして民衆の涙を誘った前期説経節が廃れたのは、義太夫節の台頭の所為とされるが その根底には時代の変化、民衆の変化があった。江戸時代も百年程経てば そうしたテーマで民衆を引きつけることはできなくなった。時代は、忠、孝 義 の徳目、そのために苦しみ悩む人間の悲劇を娯楽に求めるようになったのである。　
中絶を経て復活した後期説経節も、五説経を放棄したわけ












　「 （爪は丸うて、こし高く）物によく〳〵例へなば、大きな声では言われぬが、あれ皆様が好物で、大家様のお嫌いなる、壷皿ふせたるごとくなり、尾は山中の大滝か、彼方の峰より此の沢へ一度にどつと落とすの 、白糸流すがごとくなり、こヽにひとつの誉めどころ、誉めらばお客へ無礼なり、さわさりながら誉めず おかば、あつた 名馬、鬼鹿毛か、女馬か男馬か分かるまへ、さあらば御免を蒙りて、ひと誉め誉めん」と小栗殿、尾筒 まわり尻尾を引ッたて、鼻をつまんで誉められける。 「おいどのあの様態よく〳〵物に例へ ば しま牛蒡の切り口なり、内股つく〳〵見てあれば、こヽに五ッの不思議あり、金
きん
と申せど
遣われず、玉とはいへど光なし、日影にあれど色黒く、ぶら〳〵す ど落ちもせず、袋と言ふて縫い目はあれど、綻び切れたるためしなし、 よく〳〵例へ ば お茶の好きなる御隠居様、薩摩土瓶の一チばんを ぶらり 提げた
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ぬ台詞である。殆ど香具師の口上に近い。チャリは大衆の喜ぶところ、後期説経節が興った頃（寛政年間）以降そうした風潮が江戸にあったのだろう。その要求に後期説経節は応えたのだろうか、一定の人気を得たのも事実なら、その人気を急速に失ったのもチャリ 、それも下ネタが原因であったのが事実だとすると、皮肉としか言いようがない。また逆に、後期説経節が江戸を離れ 地方に流れた後も、 地方で何とか命脈を保ち得た一因 こうしたチャリにあったのかも知れない。 『小栗判官』では「器量競べ」 『三荘太夫』では「国分寺」 ど、段そのものがチャリ物と言える（尤も、現存する版本には朱がなく、台本としてこのまま上演されたかどかは不明である）　
詞章研究でも見た通り、 「赤坂並木」もそのものがチャリ








しようと努め、良くも悪くもそれに成功はした。その後、しかし、現在上演される演目でチャリ物、乃至 チャリ的要素の強いものは、 「赤坂並木」と「天田堤」のみと言って良い。これは、共演する車人形や写し絵の方の事情 もよるが、聴衆の層の変化、 者の選択によ と 考えられる。　
現在演じられる定番は、 「赤坂並木」 、 「天田堤」から「渡

















いくらか改良したんだと。その証拠には西多摩の説経は駒が高 んです。私のほうの説経よりも駒が高い。皮へあまりぶっつけないんですね三味線を。ですから、調子がどうしても高くいくん 鼻へ抜いて語ってい なければ、腹語りどいうのがちょっとできない。糸は二あがりですから同じですが、駒がどうしても高いから調子が違うよう聞こえる。ことばへいくと非常に上手なんですが、節へいくと浮いてしまっ る。 （同、九頁）　
西多摩のは、俗に義太夫説経といつて、言葉が義太夫の














や語りの一音一音がクリアーである。若い時から説経節一筋に精進し、説経節以外には、謡、義太夫等の芸能は一切稽古したことはないという 、持ち前の音楽的センスで、本来鄙びて野趣、古拙の説経節を、上品 軽快、華麗、しかも憂い、情味ある説経節に昇華させた。この場合でも、あくまで「説経節の基本 変えずに、音
おん
を変えて語る」工











特徴がある。調子は、再三出てきた様に二上りで、例え詞章が暗くて悲しい場合でも軽やかで運びが早い（これが語りにも当然影響するのは、十代目の言葉通りであろう） 。現在使用している三味線は、太棹（一説に中棹）で義太夫節仕様、糸も義太夫節と同じ物。駒は水牛、義太夫節と長唄の中間の高さで鉛は入れない。撥 銀杏形、重さ 長さ、ヒラキ、厚さは長唄並み、先は鼈甲 主と て使う勘所は 他の音曲より甚だ少なく、現行文化譜（三 譜 もい 。各糸０から
18
まで♯と♭を加えて二十一ある）で言うと 三の糸で０（解放） 、１、 ２、 ４ ６、 ８、
10、
12、二の糸で０、 １、 ２、 ４、 ６、 一
の糸で０ ４。奏法は 弾く 主で、スクイ ハジキ 少なく、ウツは極めて少なく、コキ ニジリ、スリは殆どない。左手は、 人差し指と薬指しか用いない（三味線音曲一般には中指も用いる。小指は用いない） 。　
薩摩派説経節は、十代目が亡くなった後（十一代目はその
前昭和五十六年に死去） 、真に廃絶の危機を迎えた。その危機を何とか乗り越えようと、昭和六十一年 八王子に「説経節の会」 （会長、宮川孝之）が設立された。十代目の技芸伝
承を基本としつつ、荒木繁、岩崎武夫、小澤勝美、景山正隆、田中優子、秋谷治ら研究者を顧問に迎え、説経節の研究、保存伝承にも力を注ぐ会である（筆者も三味線方 研究部員として参加している） 。薩摩若太夫の名跡は「説経節の会」預かりとなり、 十二代目は会員古屋要平（平成五年死去 追贈）が、十三代目は同じく渡部雅彦が襲名することとなり、漸く多少とも明るい未来が開けそうになった矢先、十三代目が諸般の事情によ 退会、暗雲が会を襲う。 が預かるもう一つの名跡、津賀太夫の十一代目を、 員園部誠児 襲名することが認定された（本年、平成二十六年）ものの、やはり先行きが厳しいことに変わりはな 。いずれにせよ、薩摩派説経節の保存伝承が 会に掛 って ることだ は紛れもない事実であろう。註註１
　

































 十代目薩摩若太夫は二人いて もう一人は浜中平治 （明治三 五年―昭和五十七年） 、西多摩郡大久野の人。




説経節集』 「多摩の歴史 ・ 文化 ・
自然環境」研究会編、平成十年、法政大学多摩地域社会研究センター『定本新内集』岡本文弥編、平成七年、同成社『復刻版諸國の人形芝居』河竹繁俊編著、平成十年、新葉社『声曲類纂』齋藤月岑著、藤田徳太郎校訂、昭和十六 岩波文庫『三田村鳶魚全集』第二十一巻 三 村鳶魚著、 五 二年、中央公論社『近世藝能記』黒木勘蔵著、昭和十八年 青磁社『淨瑠璃史』黒木勘蔵著、昭和十八年、青磁社『多摩のあゆみ』第 十三号、多摩文化資料室編、昭和五十八年十一月、多摩中央信用金庫『多摩のあゆみ』第五十七号、多摩文化資料室編、平成元年十一月、たましん地域文化財団『多摩のあゆみ』第八十号、たましん歴史・美術館編、平成七年八月、たましん地域文化財団『新版色道大鏡』藤本箕山著、新版色道大鏡刊行会編 平成十八年、八木書店『富本及新内集』日本音曲全集第九巻、中内蝶二・田村西男編輯、昭和二年、日本音曲全集刊行会『藝能辞典』河竹繁俊監修、演劇博物館編、昭和二十八年、
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東京堂『江戸音曲辞典』小野武雄編著、昭和五十四年、展望社『日本音楽の歴史』吉川英史著、昭和四十年、創元社『日本音楽文化史』吉川英史編、平成元年、創元社『説経と話芸』関山和夫著、昭和三十九年 青蛙房『説経節の世界』藤掛和美著、平成五年、ぺりかん社『嬉遊笑覧』全五冊、喜多村筠庭 長谷川強ほか校訂 平成十四―二十一年、岩波文庫『近世風俗史（守貞漫稿） 全五冊、喜田川守貞著 宇佐見英機校訂、平成八―十四年、岩波文庫『小栗判官の世界』宮川孝之ほか編 平成七年、第五回全国をぐりサミット「八王子人形劇フェスティバル」実行委員会『多摩文化』車人形特集（第二十号） 、昭和四十三年、多摩文化研究会『若松若太夫芸談―文楽と説経の歴 ―』山口平八・戸部銀作著、昭和二十六年、文谷書房『邦楽事典』平野健次 ・ 上参郷祐康 ・ 蒲生郷昭監修、平成六年、平凡社『邦楽百科事典』吉川英史監修、昭和五十九年、音楽之友社
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